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（上）サロンでは「もしバナゲーム」で、もしものときの自
分の考えを共有　（右）オンライン会議システムZoomを
活用して、シンポジウムを開催

活動エリア

町会会館で月1回開催したサロンの様子

2）「もしバナゲーム」を活用したACP
（アドバンス・ケア・プランニング）
の体験と「住み慣れた地域で最後
まで暮らすために」シンポジウムの
開催
3）八幡ファーム（学校菜園）を舞台
としたエコロジカル・デモクラシー
活動の実践
4）「在宅ケアを語る会」との連携に
よる記録誌の発行と「在宅ケア相
談会」の開催

活動に至った理由や背景
　今回の活動の背景には、同じ地
域で20年間活動を続けていた「在
宅ケアを語る会」の定例会に、「玉
川まちづくりハウス」のメンバーが参

加するようになったことがあります。
　その後、母親を在宅で看取る
体験を通して、在宅ケアとコミュニ
ティ・マネジメントの関係の重要性
に改めて気づいたことがありまし
た。加えて、サードプレイスとして
の宅老所を実現することが私の夢だ
と語る「在宅ケアを語る会」の世話
役であるお医者さんとの出会いが、
今回の具体的な活動を踏み出すこ
とになった理由です。

活動内容と成果
1）男性後期高齢者のサロン活動の
支援
　身近な生活圏（徒歩圏）に、元気
な男性高齢者のための活動拠点を

地域・コミュニティ活動助成

NPO法人 玉川まちづくりハウス
東京都世田谷区
地域の中で死んでいくための男性高齢者の地域活動支援プロジェクト

団体設立経緯 
　わたしたちは「耕すようにまちを
育てる」をキーワードとして、日本の
まちづくりNPOを目指し1991年に
活動をスタートしました。それから
30年、地域密着型NPOとして、世
田谷区玉川地域のみなさんの「思
い」を吸い上げ、「思い」が地域の力
となるようプラットフォーム（育てる
土壌）として地域の活動を支えてき
ました。これからもコミュニティ・マ
ネジメントの可能性を追究していき
たいと思います。

活動概要と活動対象範囲
1）男性後期高齢者のサロン活動の
支援

生み出すことを目指しました。当初
は小学校のランチルームを拠点とす
ることを考えていましたが、コロナ
禍のため使用できず、町会の会館
をお借りして月1回のサロンを開催し
ました。
2）「もしバナゲーム」を活用した
ACP（アドバンス・ケア・プランニ
ング）の体験
ACPは、厚生労働省が「人生会

議」として啓発を進める取り組みで
す。自分が望む医療やケアについ
て、家族やかかりつけの医師チー
ムなどと前もって話し合い、共有す
ることを呼びかけます。
　このACPを、地域の訪問医療に
取り組むお医者さんと一緒に学ぶ
ことを目的とし、サロンで「もしバ
ナゲーム」を体験しました。このゲー
ムは、緩和ケアや地域・在宅医療
に取り組む医師らが立ち上げた
一般社団法人iACPが、米国Coda 

Allianceという団体の作成・販売す
るカードゲーム「GO WISH」を日本
語に翻訳し、独自のルールを加えた
ものです。カードを使って話のきっ
かけを生み出し、進めるうちに「も
しも」のことを考えたり、共有したり
できる仕掛けになっています。
　加えて、親密圏の問題をコミュニ
ティで話し合えるような『場』を形成
することを目指す試みとして、在宅
での看取りをテーマとしたシンポジ
ウム「住み慣れた地域で最後まで
暮らすために」をオンラインで開催し
ました。
　最初に3人の話題提供者がそれ
ぞれの立場から話をしました。
1. 「地域で母を看取る」

伊藤雅春（玉川まちづくりハウス）
2. 「自宅での最後の日々について」
佐伯正和（ヒューマン・ケア）

3. 「在宅医療に何ができるか」
藤田和丸（藤田医院）

　伊藤は一昨年母を看取った家族
の立場から、佐伯さんはケアマネの
立場から、藤田先生は訪問医療に
携わる医者の立場から報告すること
で、在宅医療の現実を立体的に描
き出すことができたのではないかと
思います。
　伊藤自身は看取りの体験を通し
て、地域の身近な他者の存在と在
宅ケアチームと家族の情報共有の
仕組み（メーリングリスト）の重要性
を伝えたかったという思いがありま
した。全体としては、在宅でどのよ
うにどこまで看られるのかという問
題提起だったように思います。意見
交換の中では、在宅ケアでいろん
な人が自宅に出入りするということ
に対する家族の負担を指摘する声
もありました。
　報告者含め13名と決して多くな
い参加者でしたが、専門家ばかり
ではなくご近所の参加者を中心に、



14 152020年度　住まいとコミュニティづくり活動助成 一般財団法人ハウジングアンドコミュニティ財団

隣地にある小学校の菜園「八幡ファーム」を応援
するチームを立ち上げた。地域との触れ合いの
促進を目指す

3月21日に開催した「在宅ケア相談会」は、参加者は限られたものの充実した内容となった

口を担当されるとのことで、とりあ
えず顔合わせをすることができまし
た。コロナ禍により、具体的な活
動は次年度以降に持ち越すことに
なりました。
4）「在宅ケアを語る会」との連携
による宅老所開設を目指したネット
ワーク形成
　「玉川まちフェスタ2020」と「在宅
ケアを語る会」の協働企画として当
初5月に予定していたイベントは、コ
ロナ禍により会場として予定してい
たデイホーム玉川田園調布の利用
が認められませんでした。そこで
2021年3月に「在宅ケア相談会」と
して、まちフェスタとは切り離して単
独で実施することになりました。
　3月21日にデイホーム玉川田園調
布の1階講座室をお借りし、「在宅

比較的じっくり意見交換することが
できたことは良かったと思います。
　普段、あまり面と向かって話しに
くいテーマに対して、報告者の3人
ともが家族を看取った体験も交えて
話したこともあり、比較的身近な問
題として参加者に受け止めてもらう
ことができたように思います。ご近
所の会議をこのようにオンライン方
式で行うことのプラス面でもあるよ
うに感じました。いつか来るその日
のために、事前に考えておくべきこ
とに向き合い、身近で頼りになる関
係づくりを少しずつでも広げておく
ことは大切なことだと思いました。
　この地域でいえば「在宅ケアを語
る会」の存在や、幅広い人たちとの
関係づくりのための宅老所の実現
を夢見る藤田先生の存在は、「住み
慣れた地域で最後まで暮らすため
に」は欠かせないものだとの思いを
強くした次第です。
3）八幡ファーム（学校菜園）を舞台
としたエコロジカル・デモクラシー
活動の実践
　玉川まちづくりハウスに隣接する
世田谷区立八幡小学校には、菜
園「八幡ファーム」があります。ここ
のお手伝いを通して、学校菜園を
地域へひらくこと、子どもたちとの
触れ合いを「教育のランドスケープ」
として見える化することを目的として、
「八幡ファーム応援団」を立ち上げ
ました。長年八幡小学校に勤務して
いた坂井岳志先生が、地域との窓

ケア相談会」を開催しました。この
活動の第1の目的は、「在宅ケアを
語る会」の存在と活動内容を地域
の方に知っていただくこと。第2に、
玉川まちづくりハウスがテーマとし
ている、地域のまちづくり活動と地
域の医療福祉活動を担う専門家の
ネットワーク活動の連携を生み出し
ていきたいという思いでした。
　具体的な内容としては、①最新
福祉用具お試し会、②ここが聞き
たい在宅ケア、③暮らしの保健室、
を掲げて世田谷区の安心すこやかセ
ンターにも協力をお願いし、広報を
進めました。
　当日はあいにくの春の嵐のような
悪天候に見舞われたこともあり、地
域の方の参加は少数に終わりまし
た。九品仏と奥沢の安心健やかセ

ンターをはじめ、「在宅ケアを語る
会」からはたくさんの専門職の方に
来ていただいたにもかかわらず、あ
る意味もったいない企画となってし
まいました。
　地域住民の方とのつながりという
点で、玉川まちづくりハウスの力量
不足を思い知らされたという反省も
あります。活動の目的と企画内容が
適切だったか、今後の検討課題で
す。個々の家族が直面する課題を、
福祉コミュニティにとどまらない地
域コミュニティとして受け止めていく
という方向性に間違いはないと思う
のですが、そのためにはもっと工夫
と多様なアプローチが必要なのだろ
うと思います。
　それでも来ていただいた参加者
には、単独開催となったことでバ
ザーのような喧噪の空間ではなく、
落ち着いてゆっくりと流れる時間の
中で交流していただけたかと思いま
す。その点については、よかったと
思います。
●参加者の感想カードから
・たっぷり時間をとっていただき、
ありがたく思います。少し気持ち
が楽になりました。

・鍼灸の先生とお話しできて、往診
も気軽にできるという話を聞き（診
察代もリーズナブルなものもある）
希望を感じました。車椅子の試
乗をして、意外とスタイリッシュ、
操作しやすく参考になりました。
こういう場所があること、情報が
手に入る場所があることを知り、
安心いたしました。今日はありが
とうございました。

・お伺いしてとても良かったで
す。フロンティアの自走式車椅
子、クッションサイコー！with 
Corona の時代！　在宅支援は
必須です。24時間365日稼働可
能な地域連携は地元の方々と医
療介護福祉が、顔の見える絆を

構築することが大切だと思いま
す。今後ともあらゆる職種を巻き
込み、高齢者と子供たちに安心
安全を!!

・本日はどうもありがとうございま
した。あいにくの雨でございまし
たが、多くの職種の方と知り合う
ことができました。また、本来で
あれば地域の方が多く参加される
場だと思いますので、こうした取
り組みを継続して、地域にあるリ
ソースを必要な方と結ぶ貴重な場
なのだと思いました。また参加し
たいと思います。今後ともよろし
くお願いいたします。

・もう少し早く、ご案内ができれば
良かったと思いました。関係機関
にももっと広く協力を呼びかけた
ら集客できそうです。
5）「在宅ケアを語る会」20周年記
念誌の発行
　「在宅ケアを語る会」の20周年の
記録誌を作成しました。人生の最
期を安心して地域で迎えられるよう
なコミュニティ圏の熟議の『場』を形
成するために、まず「在宅ケアを語
る会」の存在を地域の方に知っても
らうことを主な目的としています。

課題と解決方策
　八幡ファームを舞台とした活動、

「在宅ケアを語る会」との協働の展
開は、いずれもコロナ禍のため場所
の使用ができず充分な活動の実現
に至りませんでした。八幡ファーム

については、小学校側が求めてい
るグリーンサポーターの仕組みとの
内容のすり合わせを、坂井先生を
橋渡し役として進めていきたいと考
えています。
　「在宅ケアを語る会」との連携に
ついては、今回の活動をきっかけと
して、玉川まちづくりハウスのメン
バーが「在宅ケアを語る会」の世話
人になることができました。今後、
時間をかけて活動の目標を見定め
ていければと思っています。

今後の予定
1）高齢者サロンの継続と、コロナ
禍収束後の参加者の拡大
　今回の活動でコアメンバーを固め
ることができました。男性高齢者の
交流の場に対する潜在的なニーズ
を感じ取ることはできたので、今後
も引き続き参加者を掘り起こしてい
きたいと思います。
2）八幡ファーム応援団の組織化
　わたしたちのまちの大切なランド
スケープとして、八幡ファームを育
てていきたいと思います。そのため
にも、学校と地域の連携を視覚化し
ていくアイデアを練っていく必要が
あります。
3）「在宅ケアを語る会」の世話人と
して連携を強化
　コミュニティカフェ及び暮らしの
保健室の実現を最終目標に、この
まちならではの「ケアするまち」の在
り方を模索していきます。

特定非営利活動法人 玉川まちづくりハウス
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／代表者：伊藤 雅春（いとう・まさはる）
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03-3721-8699　 03-3721-8986　 info@tamamati.com
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私たちは、玉川地域のみなさんの「思い」を吸い上げ、プラットフォーム（育てる土壌）
として支え、それぞれの「思い」が地域のひとつひとつの力に育っていくお手伝いを
していきたいと考えています。


